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　最近の青年心理学の研究によると、現代の青年世代は、これまでの世代と比較して、異なる世
代的特徴を示すようになったといわれてきている。
　これまで討論されてきた内容は、「現代青年は変わったのか」、「社会的態度の変化（大衆社
会化、政治離れ）」、　「友人関係の変質」、「心理的離乳の困難さ」、　「自我形成の困難さ」、
「主体性、独自性の欠如」などであった。
　本研究では、こうした現代青年の特徴の中から、特に、具体的には、表面的な適応は良いが、
自己主張できない、主体性、独自性がない、自分のしたいことがわからない、人から指示されな
いと動けないなどの傾向についてE．H．　Erikson（1950，1959，1982）の自我の漸成発達理論の
中の自律性、主導性の欠如、および、アイデソティティの統合の困難さという観点から、調査を
行い、その原因について考察しようとするものである。
　Eriksonは、彼の漸成発達理論の中で、人生を8段階に分け各段階の自我発達について、それ
ぞれの重要な主題である心理・社会的危機を示して理論化している。この中で、Eriksonは、よ
り初期の発達段階での危機をうまく解決し、各危機に示された肯定的な側面を身につけていくこ
とが、次の発達段階における危機の解決を促進すると述べている。
　このことから、青年期において、一生の人生を決定するという意味でEriksonが最もその重要
性を強調したアイデソティティ（ldentity、同一性）を統合するために、より初期の段階の危機に
示された主題である乳児期の基本的信頼、初期幼児期の自律性（Autonomy）、遊戯期の主導性
（Initiative、積極性または自主性とも訳される）、学童期の勤勉性の獲得が必要であると考え
られる。
　アイデソティティとは、主体的、主観的な自己が、客観的、社会的な自己と一致しているとい
う実感であり、人が青年期を終わって社会的な存在になる時、いくつかの選択肢の中からつかみ
取るべき「自分らしさ」である。
　また、ここでは、自律性をEriksonの考え方を参考にして「自己の意志力によって自己の欲求
をコソトロールする能力」と考えておく。具体的には、ものごとをやり抜く力、多少のことでは
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へこたれない意志の強さ、忍耐強さなどを含んでいる。
　次に、主導性については同じように、「自律性に加えて、さらに、具体的に目標を達成する能
力」と考えておく。具体的には、計画をまとめ目標に向かって実行に移す企画力、構想力、独創
性、個性、集団をまとめるリーダーシップなどが含まれる。
　こうしたことを念頭において、あらためて現代青年世代の特徴を考えてみると、「自分の本当
にしたいことが分からない」などのアイデソティテイの不確かさが原因となっているであろうと
考えられる特徴と、「自己主張ができない」、「個性がない」、「人から指示されないと動けな
い」などの、漸成発達理論の中の青年期以前に形成されるべき自律性、主導性の欠如と考えられ
る特徴とが混在しているように思われる。さらに、漸成発達理論から考えると、青年期にいたる
前の早期幼児期や遊戯期において自律性、主導性の発達が十分でなく、その結果として青年期に
おいてアイデソティティの統合に困難が生ずるという理論的整合性を仮定することができる。
　さらに、Eriksonは、この自律性と主導性が形成される重要な関係の範囲として、それぞれ、
親的人物と基本的家族をあげている。具体的には、自律性は初期乳児期のトイレットトレーニソ
グを中心とした親からの「しつけ」を通じて形成され、主導性は遊戯期における両親をモデルと
して形成されていくとされている。つまり、自律性、主導性ともに、理論的にその形成には、親
子関係が大きく影響しているといえる。
　この観点から、現代の親子関係を考えた場合、特徴的であると考えられることは、親の支配的
な養育態度である。ここで、支配的態度とは、E．Fromm（1973）などの考えを参考に「相手の
人としての人格を認めず、その人の考え方、行動、生き方さえも自分の思いどおりに動かそうと
する態度傾向」と考えておく。
　この支配的態度は、特に若い母親の養育態度を観察する場合認められるもので、最近のわが国
では、この傾向が徐々に強まっているような印象を受ける。このような養育態度は、子供が自分
の意志を表現することを制限し、その子供の目標や計画を親の側で勝手に決めてしまうという意
味で、早期幼児期の自律性、遊戯期の主導性の成長を妨げる方向に働くと考えられる。
　さらに、親の支配的態度と関連の強い態度、意識として成績学歴尊重主義があげられる。これ
は、　「現代社会の中で、成績・学歴を第1に重んずる傾向、社会的風潮」　（大野、1990）である。
支配的な親がなぜ支配的になったかという問題については、まだ、明らかにされていないが、親
がこの成績学歴尊重主義を持つ場合、子供をそれに順応させるために、親が支配的態度になるこ
とは予想できることである。また、逆に、支配的態度を持つ親は、成績学歴尊重主義に肯定的な
構えを持つであろうことも予想される。
　したがって、ここまで述べてきた問題を仮説の形で以下にまとめる。
1）大仮説として、上述の現代青年の世代的特徴は、アイデソティティの不確かさに加えて、漸
成発達理論から考えて、生育史の中で早期幼児期の自律性、遊戯性の主導性の発達が阻害された
結果として、説明されないか。
2）具体的には、青年の自律性、主導性と、成人化の諸特徴である心理的離乳、自我の形成（そ
の反映としての充実感）などが、相関するであろう。
3）さらに自律性、主導性を阻害する原因として考えられる支配的養育態度を自分の親が持って
いたと認知している青年の自律性、主導性は、そうでない青年の自律性、主導性よりも低いであ
ろう。つまり、青年による自分の親の支配的態度の認知とその青年の自律性、主導性は負の相関
があるだろう、また、親の支配的態度の反映として、その青年自身の成績学歴尊重主義は他の青
年と比較したとき高いであろう。つまり、青年による自分の親の支配的態度の認知とその青年の
成績学歴尊重主義は正の相関を持つであろう。
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方 法
被調査書；被調査者は、新潟県内のN国立大学教養部学生、男子139名女子126名、計265名である。
調査時期、調査方法；調査時期は1992年1月下旬である。調査方法は講義時間内に集団実施した。
質問紙；質問紙は、それぞれ被調査者に認知された親の支配的態度、主導性、自律性、充実感、
心理的離乳をも含めた親子関係の状況、成績学歴尊重主義を質問する項目の部分に分かれ、全体
で63項目である（資料参照）。
　親の支配的態度、主導性、自律性については、それぞれ10項目、9項目、6項目の質問項目を
新たに作成した。
　充実感については、大野（1984）で使用された充実感尺度20項目を用いた。この尺度には、充
実感気分一退屈・空虚感尺度、自立・自信一甘え・自信のなさ尺度、連帯一弧立尺度、信頼・
（時間的展望）一不信・（時間的展望の拡散）尺度の4下位尺度があり、各下位度5項目ずっ計
20項目から構成されている。各下位尺度は得点が高いほど、その被調査者の下位尺度名の特性が
強いことを示している。さらに、4下位尺度を総合した全体の得点は、その被調査者の全体とし
ての充実感の程度を測定している。
　次に、心理的離乳をも含めた親子関係の状況に関しては、大野（1990）で用いた質問項目を使
用した。この項目群は、心理的離乳に関連した親子関係の状況を知るために作成されたもので、
尺度化されておらず、各項目レベルの平均値、相関係数などで分析されている。項目数は15項目
である。
　最後に、成績学歴尊重主義に関しては、　（大野、1990）で使用した項目の中から代表的な3項
目を用いた。
　評定の方法は、すべての項目に関して、「自分に」、「非常にあてはまる」　（5点）、「やや
あてはまる」　（4点）、　「どちらともいえない」　（3点）、　「あまりあてはまらない」　（2点）、
「全くあてはまらない」　（1点）の5段階評定で窃る。
結 果
①青年に認知された親の支配的態度に関する項目の平均値
　被調査者に認知された親の支配的態度に関する10項目の平均値、標準偏差を表1に示した。平
均値のレベルでみると、2）「私が小さい頃、親は口うるさかった」　（MEAN3．24，S．D．1．20）
が平均値3点を超えて肯定されている割合が高いが、4）「私の親は一から十まで私の世話を焼い
た」　（MEAN2．60，S．D．1．06）や、7）「私の親は私と話す時「～しなさい」と命令口調で話す」
（MEAN2．17，　S．D．1．09）、8）「私の親は私の人生を決めたがる」　（MEAN2．24，　S．D．30）
などのような極端な支配的態度は、一般的にいって、青年たちに強く認知されているわけではな
いことがわかる。
　なお、この項目群は、項目レベルで分析することを目的としていたため、尺度構成のための項
目分析は行わなかった。
②　主導性、自立性に関する項目の項目分析
　自立性と主導性に関する項目群については、尺度化のための項目分析を行い、それぞれ5項目
ずつの下位尺度を構成した。α係数は、自律性尺度でα＝．79、主導性尺度でα＝．76であった。
　2つの尺度の項目の分析の結果、選択された項目群は、平均値、標準偏差とともに表2に示した。
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表1　被調査者に認知された親の支配的態度に関する10項目の平均値、標準偏差
1）私の親はわたしのいうことをよく聞いてくれた
2）私が小さい頃、親は口うるさかった
3）親からあたまごなしに叱られたことがある
4）私の親は一から十まで私の世話を焼いた
5）小さい頃から親に勉強しろと言われたことがない
6）私は親に口答えできない
7）私の親は私と話す時「～しなさい」と命令口調で話す
8）私の親は私の人生を決めたがる
9）私は親や教師に強く反抗したことがない
10）いざとなると、どうしても親を頼ってしまう
M S．D．
3．74　　　　0．96
3．24　　　1．20
3．03　　　　1．37
2．60　　1．06
2．77　　　1．51
2．06　　　1．10
2．17　　　　1．09
2．24　　　　1．30
2．60　　　1．38
3．18　　　1．07
表2　自律性と主導性に関する下位尺度の項目、平均値、標準偏差
　自律性尺度（α係数．79）
19）人から指示されないと何をしてよいかわからない（R）
20）私は意志が強い方だ
21）自分のことも自分で決めることができない（R）
23）私は困難に直面するとすぐへこたれてしまう（R）
25）私には忍耐力がない（R）
M S．D．
2．62　　　1．05
3．16　　　　1．07
2．11　　　　0．96
2．55　　　1．01
2．72　　　1．04
　主導性尺度（α係数．76）
11）私には独創性がない（R）
12）私は人のいうままに生きてきたような気がする（R）
15）私は人とは違う（独創性のある）アイディアを出すことが得意だ
16）私にはみんなをまとめていく力があると思う
17）私はいつも人の後から生きてきたような気がする（R）
M S．D．
3．00　　　1．13
2．68　　　　1．11
2．94　　　0．98
2．69　　　　0．99
2．81　　　　1．11
（注1）　（R）は逆転項目を示す。
③充実感、心理的離乳をも含めた親子関係の状況、成績学歴尊重主義に関する項目の平均値、
　標準偏差
　充実感尺度の項目の平均値、標準偏差を表3に示した。また、充実感尺度の各尺度のα係数は、
充実感気分一退屈・空虚感尺度でα＝．90、自立・自信一甘え・自信のなさ尺度でα＝．77、連帯
一弧立尺度でα＝．81、信頼・（時間的展望）一不信・（時間的展望の拡散）尺度でα＝．66であった。
　次に、心理的離乳をも含めた親子関係の状況に関する項目群の平均値、標準偏差を表4に示した。
　なお、この項目群は、項目レベルで分析することを目的としていたため、尺度構成のための項
目分析は行わなかった。
　さらに、成績学歴尊重主義に関する項目の平均値、標準偏差を表5に示した。この項目群も本
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来の尺度から代表的な項目を選択したものなので、項目分析は行っていない。
　④自律性、主導性と親との支配的態度の相関
　自律性尺度、主導性尺度と親の支配的態度に関する項目との相関係数を表6に示した。この表
には、P〈．05水準以上の有意差のあるすべての相関関係を示した。
　その結果、この2つの尺度と親の支配的態度では特に4）「私の親は一から十まで私の世話を焼
いた」・6）「私は親に口答えできない」、8）「私の親は私の人生を決めたがる」、9）「私は親や
教師に強く反抗したことがない」、10）「いざとなると、どうしても親を頼ってしまう」などの
項目との問に有意な負の相関があった。
　ここに示された相関関係は、いずれも青年によって認知された親の支配的態度が強いほど、そ
の青年自身の自律性、主導性が低いという関係を示すものであり、仮説3）を支持する方向の結果
表3　充実感尺度の項目の平均値、標準偏差
　充実感気分一退屈・空虚感尺度（α係数．90）
26）毎日、毎日変化のない単調な日々でつまらない（R）
30）生活に充実感で満ちた楽しさがある
34）私は生きがいのある生活をしている
38）毎日の生活にはりがある
42）毎日の生活に退屈している（R）
M S．D
2．98　　　　1．21
3．00　　　　0。97
3．19　　　1．02
2．94　　　　0．96
2．87　　　　1．15
　自立・自信一甘え・自信のなさ尺度（α係数．77）
27）私は精神的に自立していると思う
31）私は主体的に生きていると思う
35）私は独立心が強いと思う
39）いざとなるとどうしても人をたよって電まう（R）
43）自分の信念にもとついて生きている
M S．D
2．86　　　1．02
3．22　　　　0．92
3．18　　　　1．02
3．19　　　　1．04
3．26　　　　1．00
　連帯一弧立尺度（α係数．81）
28）だれも私を相手にしてくれないような気がする（R）
32）私ひとりがとり残されているようで寂しい（R）
36）自分がなさけなくいやになる（R）
40）私をわかってくれる人がいないと思う（R）
44）自分の理想とかけ離れた今の行き方に焦燥感を感じる（R）
M S．D．
2．23　　　　0．98
2．54　　　　1．14
3．33　　　1．14
2．29　　　　1．11
2．93　　　　1．19
　信頼・（時間的展望）一不信・（時間的展望の拡散）尺度（α係数．66）
29）自分の責任をはたすことに喜びを感じる
33）生まれてきてよかったと思う
37）毎日の生活の中でものをやりとげる喜びがある
41）私には毎日の生活の中でなにかへの使命感がある
45）私は価値のある生活をしていると思う
M
3．82
4．24
3．27
2．81
2．93
S．D．
0．87
0．94
0．98
1．04
1．00
（注1）　（R）は逆転項目を示す
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表4　心理的離乳をも含めた親子関係に関する項目群の平均値、標準偏差
46）私は父が嫌いだ。
47）私は自分の親を手本にして生きたい。
48）親の聞違った意見に対しては自分の意見を主張できる。
49）私の親は恐い。
50）私は親を馬鹿にしているところがある。
51）親も年をとったなと思うことがある。
52）私の意見は親に影響力を持っている。
53）私は親にとやかく指図をうけたくない。
54）私は精神的に親を頼りにしている
55）私は自分の親のような生き方はしたくない。
56）私は母が嫌いだ。
57）私は親のいうことに素直には従えない。
58）親がいうこともよく分かる。
59）私は親を尊敬している。
60）親のことを「気の毒だな、かわいそうだな」と思うことがある。
S．D．
表5　成績学歴尊重主義に関する項目の平均値、標準偏差
61）学校では何よりも成績が大切である
62）勉強する目的はよりよい大学や会社に入ることである
63）クラブや部活動に熱中して成績がさがるのは、ばかげたことだ
M
2．02
2．19
1．83
S．D．
0．93
1．07
0．85
表6　自律性、主導性尺度と親の支配的態度に関する項目との相関係数
　親の支配的態度　　　4）　　　6）　　　7）　　　8）　　　9）　　10）
自律性　　　一。15＊　一．33＊＊＊一．14＊　一．14＊　一．22＊＊＊一．42＊＊＊
主導性　　　一．14＊　一．27＊＊＊一．06　－．16＊＊　一．23＊＊＊一．44＊＊＊
（＊：P＜．05　＊＊：P＜．Ol　＊＊＊：P＜．001）
である。
　⑤自律性、主導性相互の相関と充実感との相関
　自律性尺度、主導性尺度相互の相関係数と、この2つの尺度と充実感尺度の各下位尺度との相
関係数を表7に示した。
　算出された値は、すべてP＜．OOIで有意な値であり、自律性、主導性の相互の関係の高いこと、
充実感との関連の深いことを示している。また、充実感尺度の各下位尺度はEriksonの漸成発達
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理論の自立自信が青年期のアイデソティティの感覚に、連帯が初期成人期の親密性に、信頼が乳
児期の基本的信頼感に対応していると考えられており、早期幼児期の主題といわれる自律性、遊
戯期の主題といわれる主導性がこれらのもと相関が高いことは、漸成発達理論を支持する結果で
もある。
　この結果は、すでに述べた仮説2）を支持する方向の結果である。
表7　自律性、主導性相互の相関と充実感との相関
主導性　充実感気分　 自立自信　 連
自律性　　．57＊＊＊
主導性
．39＊＊＊
．42＊＊＊
．65＊＊＊
．58＊＊＊
帯　　信
．50＊＊＊
．43＊＊＊
頼
．44＊＊＊
．39＊＊＊
（＊：P＜．05　＊＊：P＜．01　＊＊＊：P＜．001）
　⑥　自律性、主導性と心理的離乳をも含めた親子関係の状況に関する項目との相関
　自律性尺度、主導性尺度と心理的離乳をも含めた親子関係の状況に関する項目との相関係数を
表8に示した。この表には、P＜．05水準以上の有意差のあるすべての相関関係を示した。
表8　自律性、主導性と心理的離乳をも含めた親子関係の状況に関する項目との相関
心理的離乳　　46）　　47）　　48）　　50）　　54）56）　　　　57）　　　　59）
自律｛1生一．18＊＊．17＊＊．41＊＊＊一．30＊＊＊一．28＊＊＊一．15＊一．13＊．24＊＊＊
主導性一．10．10．36＊＊＊一．ユ7＊＊＊一．32＊＊＊一．16＊＊一．0ユ．15＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＊：P＜．05　＊＊：P〈．01　＊＊＊：P＜．001）
　この項目群の中で、特に相関の高かった項目審あげると、48）「親の間違った意見に対しては
自分の意見が主張できる」との間に有意な正の、50）「私には親を馬鹿にしているところがある」、
54）「私は精神的に親を頼りにしている」との間に有意な負の相関があった。
　これらの項目に関しては、大野（1990）によって、48）は心理的離乳の特徴として、50）、54）
は、心理的離乳とは逆の特徴として、あげられている項目であり、今回の研究の結果は、自律性、
主導性が高い青年は、心理的離乳に関してもうまくその課題を解決している傾向を示している。
　このことは、仮説2）を支持する方向の結果である。
⑦　自律性、主導性と成績学歴尊重主義との相関
　自律性尺度、主導性尺度と成績学歴尊重主義に関する項目との相関係数を表9に示した。
　この項目群との相関では、特に61）「学校では何よりも成績が大切である」、62）「勉強する
表9　自律性、主導性と成績学歴尊重主義との相関
成績学歴尊重主義
生生律導自主
61）
一．25＊＊＊
一．24＊＊＊
62）
一．27＊＊＊
一．26＊＊＊
63）
一．09
－．19＊＊
（＊：P＜．05　＊＊：P＜．Ol　＊＊＊：P＜。001）
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目的はよりよい大学や会社に入ることである」と有意な負の相関があった。
　この結果は、青年の自律性、主導性が低いほど、その青年の成績学歴尊重主義が高いことを示
しており、仮説3）を支持する方向の結果である。
討 論
　①　青年の自律性、主導性と、自我の形成、充実感、心理的離乳との関係
　今回の調査の結果、青年の持つ自律性、主導性と、充実感尺度の各下位尺度との間に、有意な
正の相関が見いだされた。
　充実感尺度の4つの下位尺度間の相関が高いことに関しては、すでに大野（1984）によって、
以下のように考察されている。
　青年の感じる充実感は、大きく2つに分けて、生活気分、生活感情としての充実感と、それを
感じさせる自我感情の側面とがある。さらに、充実感を感じさせる自我の側面で、関連が深いの
は、Eriksonが漸成発達理論の中で青年期の主題としてあげたアイデソティティの統合に関する
問題である。その青年のアイデソティティが統合の方向に向かっている場合、その青年は全体と
して充実感を感じ、生活気分にも反映される。
　さらに、Eriksonの理論から、そのアイデソティティが統合されるためには、乳児期の主題で
ある基本的信頼感がその青年に形成されている方が有利に働く。また、青年期にアイデソティティ
がうまく統合されていることは、次の段階である初期成人期においても、一生の伴侶を見つけ、
よりよい人間関係を作るために必要な親密性を身につけることにおいてもよい方向に働く。
　したがって、生活気分としての充実感を測定する充実感気分一退屈・空虚感又度、青年期のア
イデソティティの感覚を測定する自立・自信一甘え・自信のなさ尺度、初期成人期の主題である
親密さの感覚（正確には青年期におけるその準備状態）を測定する連帯一弧立尺度、乳児期に形
成された信頼感の感覚とその青年期における現れである時間的展望の感覚を測定する信頼・（時
間的展望）一不信・（時間的展望の拡散）尺度との間に相関が高いのである。
　そして今回、漸成発達理論の中の早期幼児期の主題である自律性と遊戯期の主題である主導性
に対応する尺度構成を試みた。その結果、内的整合性に関しては、α係数の吟味から2つの尺度
とも十分な信頼性のある尺度が構成できた。
　さらに、充実感尺度との相関の吟味によって自律性、主導性が、他の発達段階の主題と考えら
れる尺度、および、充実感気分との有意な正の相関が算出されたことは、自律性、主導性が十分
に発達していないことが他の自我形成に関する問題にマイナス方向に働くであろうという本研究
の仮説を支持するものである。
　また、このことは、同時にEriksonの漸成発達理論をも支持するものである。
　ちなみに、漸成発達理論の各段階の課題の解決の状況が、青年の生活気分としての充実感に強
く影響しているということは、論理的にも今までの充実感に関する理論を強化するものであり、
今まで充実感尺度で空白だった早期幼児期、遊戯期の主題を加えることができるという意味から、
充実感尺度の今後の改定も示唆される。
　次に、自律性、主導性と心理的離乳をも含めた親子関係の状況との関係に注目してみると、自
律性尺度、主導性尺度の青年の心理的離乳の特徴と考えられる項目との間に有意な相関が見いだ
された。このことは、青年期にいたるまでに自律性、主導性を獲得していることが、心理的離乳
に関しても有利に働くことを示している。
　つまり、成人化という観点から見た場合、漸成発達理論からみた自我発達とともに、心理的離
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乳に関しても、自律性、主導性が少なからず影響を及ぼしていることが明らかになった。
②青年の自律性、主導性と、その青年に認知された親の支配的養育態度、および、成績学歴尊
　重主義との関係
　次に、その自律性、主導性の発達を阻害する要因として考えられる親の支配的態度と自律性、
主導性との関係はどのようであろう。
　　　　　　今回の被調査者に認知された親の支配的養育態度に関する項目には、被調査者によって認知さ
れた親の行動、それに対する反応としての被調査者の態度、行動などが混在しており、この点に
関しては、今後、項目内容の改良を進めなければならない。
　しかし、この反省点をふまえた上で、自律性、主導性と親の行動との相関に注目して今回の調
査の結果を吟味してみると、2）「私が小さい頃、親は口うるさかった」、3）「親からあたまごな
しに叱られたことがある」、7）「私の親は私と話す時『～しなさい』と命令口調で話す」などの
表に現れた行動よりも、4）「私の親は一から十まで私の世話を焼いた」、6）「私は親に口答えで
きない」、8）「私の親は私の人生を決めたがる」などの項目との間の相関が高く、親の支配的行
動よりも、子を自分の所有物と見なすような親の価値観が反映された支配的雰囲気や構えの影響
が大きいように考えられる。本研究では、この点に関しての確証はえられないので、今後の検討
の課題である。
　次に、親の支配的態度、価値観の反映であろうと考えられる成績学歴尊重主義と自律性、主導
性との関係を吟味しよう。本研究の結果、青年の自律性、主導性が低いほど、その青年の成績学
歴尊重主義が高いという仮説3）を支持する方向の結果がえられた。
　この結果は、親が支配的態度を持つ背景として成績学歴尊重主義が存在し、それを実現するこ
とを目的に、親が支配的価値観、態度を持って子を養育する場合、子は、自律性、主導性の発達
が阻害されるとともに、親の成績学歴尊重主義を受け入れざるをえない状況になるのであろうと
いう因果性を推測させるものである。
　この推論は、いささか大胆なものではあるが、現代の青年の特徴、若い親たちの養育態度を考
え合わせたとき、あながち、推論にとどまらな協もののある印象を受ける。
　この因果性に関しては、今後明らかにしていきたい課題である。
　③　現代青年の世代的特徴と自律性、主導性の関係
　青年の世代的特徴を明らかにしようとする試みは、方法論的に非常に困難な問題を含んでおり、
表面的な適応は良いが、自己主張できない、主体性、独自性がない、自分のしたいことがわから
ない、人から指示されないと動けないなどの傾向が、はたして現代青年の世代的特徴であるとい
えるかどうかは、簡単に結論が出せる問題ではない。また、本研究の主な目的は、このことを論
証しようとするものでもない。
　そこで、この問題に対する答えは括弧にくくり、ここでは、こうした特徴が、一応現代青年に
顕著な特徴であると仮定して、話を進めたい。
　本研究の結果、明らかにされたことは、1）青年の自律性、主導性は、測定可能な次元であるこ
と。2）青年の自律性、主導性は、漸成発達理論の各発達段階における健康な自我発達の方向と対
応している充実感尺度の下位尺度と有意な正の相関を持つこと。同時に、健康な自我発達の反映
でもある充実感と相関を持つこと、また、健康な成人化の特徴の1つである心理的離乳とも相関
を持つこと。3）自律性、主導性と、その発達に因果関係が推測される親の支配的価値観、および、
支配的態度の背景にあると考えられる成績学歴尊重主義との間に有意な負の相関があること。以
上である。
　これらのことから、仮定された世代的特徴との関連を考えると、正確には、青年の中に、自律
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性、主導性が高い青年から低い青年までいること、そして、自律性、主導性が低い青年は、健康
な自我発達に必要な信頼感、アイデソティテイの感覚、連帯感（親密性）、および、充実感が低
い傾向があること、さらには、自分の親が支配的価値観を持っていると認知し、成績学歴尊重主
義が強い傾向があるといえる。
　ここに示された自律性、主導性が低い青年たちの特徴と、仮定された現代青年の世代的特徴を
重ね合わせてみると、「表面的な適応は良い」ことは、親の支配的価値観に適応するための自律
性、主導性を発現させなかった結果として、「自己主張できない」ことは、自律性と意志力の欠
如として、「主体性、自分のしたいことがわからない」ことは、主にアイデソティティの希薄さ
から、「独自性がない、人から指示されないと動けない」ことは、主導性の欠如として、説明が
可能である。　したがって、これが、現代青年の世代的特徴であると結論することはできないが、
確かに、現代に生きる一一部の青年には、こうした傾向があることは否定できない事実であると考
えてよいであろう。加えて、こうした青年たちの自律性、主導性の発達を阻害するものの1つと
して、親の支配的価値観があるという可能性が示唆された。
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（資料　調査に用いられた質問紙）
調 査
新潟青陵女子短期大学心理学研究室
　この調査は、現代青年の性格、親子関係、生活気分と友人関係を調べるための調査です。
データはコソピューターによって集計され、どなたがどのような回答をしたかの秘密は守
られますので、感じたとおり率直に答えて下さい。もちろん回答に正答誤答はありません。
なお、説明にしたがって、番号順にとばさないで全部の項目に答えて下さい。
性　別　　（男　・女） 年　齢 歳
1．あなた自身のことについておたずねします。
　　5：非常にあてはまる　4：ややあてはまる　3：どちらともいえない
　　2：あまりあてはまらない　1：全くあてはまらない
　として、あてはまる番号を○印で囲んでください。
（青年の認知した親の支配的態度）
1）私の親はわたしのいうことをよく聞いてくれた
2）私が小さい頃、親は口うるさかった
3）親からあたまごなしに叱られたことがある
4）私の親は一から十まで私の世話を焼いた
5）小さい頃から親に勉強しろと言われたことがない
6）私は親に口答えできない
7）私の親は私と話す時「～しなさい」と餓口調で話す
8）私の親は私の人生を決めたがる
9）私は親や教師に強く反抗したことがない
10）いざとなると、どうしても親を頼ってしまう
（主導性）
11）私には独創性がない
12）私は人のいうままに生きてきたような気がする
13）私にはサークル活動やイベソトを企画することが好きだ
14）私は自分の人生に責任がもてる
15）私は人と違う
16）私はみんなをまとめていく力があると思う
17）私はいつも人の後から生きてきたような気がする
（独創性のある）アイディアを出すことが得意だ
18）私はいつも人と同じような行き方をしていないと不安になる
19）人から指示されないと何をしてよいかわからない
（自律性）
20）私は意志が強い方だ
21）自分のことも自分で決めることができない
22）私は人よりも我慢強い方だと思う
23）私は困難に直面するとすぐにへこたれてしまう
24）自分でも自分のことを優柔不断だと思う
YES N
444パ44
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25）私には忍耐力がない
　（充実感尺度）
26）毎日、毎日変化のない単調な日々でつまらない
27）私は精神的に自立していると思う
28）だれも私を相手にしてくれないような気がする
29）自分の責任をはたすことに喜びを感じる
30）生活に充実感で満ちた楽しさがある
31）私は主体的に生きていると思う
32）私ひとりがとり残されているようで寂しい
33）生まれてきてよかったと思う
34）私は生きがいのある生活をしている
35）私は独立心が強いと思う
36）自分がなさけなくいやになる
37）毎日の生活の中でものをやりとげる喜びがある
38）毎日の生活にはりがある
39）いざとなるとどうしても人をたよってしまう
40）私をわかってくれる人がいないと思う
41）私には毎日の生活の中でなにかへの使命感がある
42）毎日の生活に退屈している
43）自分の信念にもとついて生きている
44）自分の理想とはかけ離れた今の行き方に焦燥感を感じる
45）私は価値のある生活をしていると思う
（心理的離乳を含めた親子関係の状況）
46）私は父が嫌いだ。
47）私は自分の親を手本にして生きたい。
48）親の間違った意見に対しては自分の意見が主張できる。
49）私の親は恐い。
50）私には親を馬鹿にしているところがある。
51）親も年をとったなと思うことがある。
52）私の意見は親に影響力を持っている。
53）私は親にとやかく指図をうけたくない。
54）私は精神的に親を頼りにしている。
55）私は自分の親のような生き方はしたくない。
56）私は母が嫌いだ。
57）私は親のいうことに素直には従えない。
58）親がいうこもよく分かる。
59）私は親を尊敬している。
60）親のことを「気の毒だな、かわいそうだな」と思うことがある。
（成績学歴尊重主義）
61）学校では何よりも成績が大切である
62）勉強する目的はよりよい大学や社会に入ることである
63）クラブや部活動に熱中して成績がさがるのは、ばかげたことだ
5　4　　3　2　1
－⊥1129々n乙300つ」444
注：括弧にくくられた説明書きは、資料としての説明で、実際の調査時には書か
　れていない。
